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ゲートキーペー（gatekeeper）論に関する－考察 ３

通信社から送られてきた記１１Fもその中からワイア・エ

ディターが選択した記事も，１７ｲﾄﾞ前よりパランメのとれ

たものになっているとの結術を下した｡'）

FlegelandChaffeeU971）は，アメリカのウィスコ

ンシン州にある２つの新聞社のHd者１７人を対象にした

質問紙調査と１３件のトピックに関する記半の内奔分析

を行い，記者個人の意見と記者が知覚した編集苫の怠

見，そして記者が知覚した枕者の怠見が，記」|＃のIﾉl客に

どれほど影響するのかを分析した。その結果，記者個人

の意見と記事内容の間に商い相関があることが確認さ

れ，記者の１１１１人的意見が記Ｊ１:の内絆に彫響する箪典な要

因であることが判明した。しかも，質'１１]に答えた,胆者た

ちは，このような影響があることを自ら認識し，認めて

いたのである。

そのほかに，記者３３人とインタビューを行い，，紐者

たちが記11を作成するとき，蚊の''１に思い浮かべる「想

像上の受け手」の影響を調ｲﾋしたＰ()()ｌａｎｄＳＩ１ｕｌｍａｎ

(1959)の研究などがゲートキーペーの偶人,屈性に注目し

た研究として挙げられる。

3-2．通信社の影響に注目した研究

ワイア・エディターを対象にした多くのゲートキーパ

ー研究は，彼らのニュース選択ｲj為がin信社からのニュ

ース・インプットに影響されていることを検証してい

る。

WalterGieber(1956）は，アメリカのウィスコンシン

州で発行している新聞社の１６人のワイア・エディター

とインタビューを行い，彼らのニュース選択行動に影響

する要因を,渦恋した。その結果，発行人や柵１１１集責任背の

編集方針は全体的にみて重要な要因ではなく，通信社

（ここではＡＰ）のニュース判断が重要な要因であるこ

とが分かった。

またＧｏｌｄａｎｄＳｉｍｍｏｎｓ（1965）は，アメリカのアイ

オワ州で発行している２４の新|｣Ⅱを対象に，通I説|:から

送られてきた記ＴＩ\とその中から各新聞が掲載した｢id粥を

１３のカテゴリーに分け，２４社間のアウトプット記･}1Fに

おけるカテゴリー別の１１個位一致度を求めた国2)その結果，

各新聞は通信社からのインプット記事をどれくらい掲載

しているのかという点においてはかなりばらつきがあっ

たにもかかわらず（最も少ない=1,tを掲載した新Iillにおい

て5.4％，肢も多く掲載した新Uuilにおいて58.3％)，掲載

した記事のカテゴリー別順位においては２４社がほとん

ど一致していた（一致度係数は．915)｡3)ＧｏｌｄａｎｄＳｉｍ、

ｍｏｎｓは，このような傾向に対し，２４社が褐１１ifした記4$

のカテゴリー別lllii位の平均Ⅲ１位とj､信社からのインプッ

卜i;Ｍ１:にお|ナるカテゴリーyllllllj位が非常に似ていること

を指摘し、通信社の影響が作用していることを示唆した

のて．あるに｜）

ゲートキーペーの主観的判断に注目して集められた

WhiteのデータとSniderのデータに対する再分析を行

い，そのデータからｊｍ信祉の影響を検ⅡＩした研究もあ

るｃ

まずPau心LIlirsch（1977）は，White（1950）のデ

ータに対する再分析を行い，通信社からのインプット記

〕侭とゲートキーパーが選択したアウトプット記事とがカ

テゴリー別の構成比においてほとんど一致していること

を発兇し，そのゲートキーペーが)彼I:1身の愈織とは無

関係に，通信社からのニュース・インプット|こ影響され

ていたのであると主張した。彼はニュースの取捨選択の

理由に関するＷｈｉｔｅの解釈に対しても異議を唱え，個

人的な偏向よりも職業規範に基づいた基準でニュースの

選択が行われていたとの見解を示している。また識腿設

定満でｲ｣.名なＭｃＣｏｍｂｓａｎｄＳｈａｗ（1977）は，White

のデータにおいてカテゴリー別に分けたインプット記事

とアウトプット記事の１０t的lⅢi位の間に．６４の相関が，ま

たSIliderの１７年後のデータにおいてば．８０の相関が

あったことを発見し，ｊｌｎｌ評I:の影灘があったことを支持

した。

そのほか，WhitneyandBecker（1982）がアメリカの

オ,､イオ州にある新聞社と放送局の編集者４６人を対象

に実施した実験的調査においても，カテゴリー別に分け

たインプット記41とアウトプット記事の構成比の間に高

い相ＩＲＩ関係（Pears(〕、1-.71）が確認されている｡0》

以上の調査結果を見る限I)，ワイア・エディターのニ

ュース選択行為は，通伯社からのインプット記辮のカテ

ゴリー別駄的分布に影響されるものと考えられる。

3-3．組織要因に注目した研究

ゲートキーペーが組織のＭｌ成員であることを1匝視し，

彼らが組織内のヒエラルヒーからどういう影響を受けて

いるのかといった問題に焦点を当てた研究は，WarreD

Breed（1953）の研究をｌｊｌ発爪(としている。Breedは，彼

｢I身の新剛社勤務経験とアメリカ北東部にある新聞社の

記者120人とのインタビュー・データに蛾づき，発行人

及び経営幹部らが設定する組織の方針が，記者たちに受

け入れられるようになる組織|Alのメカニズムを明らかに

した｡

まず妓初にあげられるメカニズムは，組織内社会化，

すなわち組織の方針の学習過懸である｡方針の学習とは，

新入紀粉が１１分の地位に与えられている権利と義務及
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－ベ_であった」との肢終的結論Iこ達しているｎ

３－ｌＬ取材源との相互作用に注目した研究

ｉ壯片は記Jll8をillくために備搬収雌活助を行い，その過

稗で取材源と接触する国持に，番記者や専門分野を持つ

紀片たちは，限られた取材源とl｣常的に接触する。Cie‐

1)eralldJohnsoll（1961）は，「|丁庁舎の番記者たち{こ対

する参与観察とインタビューから，’1常的に'11/f作I|Ｉす

る記稀と取材源（ここではilJの委員や行政rT）の関係に

ついて次のような結緬を出している。

#|Z会学研究ﾄﾞ:|紀蝉４

ぴ規範と価値を発見し，内面化する過緑と定義される

(Breed，1953：182)。！↓体１１，りこ}よ，「1；|局新lllrlのlMM1l，I1i（

塙修正などの編#〔行為，綱集会縦などをjlh〔ての｣:｢１と

の接触，ベテラン記者との非公式的な接触などがﾄﾞ':会化

の手段として示されているｃ

このようにして学習された組織の）j'１.｝よ，逸脱にkＩす

る制裁，」雀司への算敬と漉理，ｷﾄjUiへの'II191，力，'に対

抗する縦団行動の不在，職業への満足（職場の測帝な雰

囲気，（l:,IIEに付随する非金銭的な役紳などが満足をもた

らす)，ニュース収躯への優先的ＩｉＩ１ｉｌ(〔付けなどにより維持

されるｂしかし，ニュース組織のﾉﾌﾞ針は必ずしいりl雌に

規定されていないため，ある稗度の逸'脱許容範'ｌｌ１は存在

する。Ｙｆた，組織の幹lwIIIliより取材･ス質シソの知識や情

報が優れている場合，記者の能刀や知名皮が高い場合,

無視できないほどｉ'１件がin要である｣;M'合には方針からの

逸脱がハ:されることもあると，BrEedはっ'十１１Ⅱえてい

る。

発行人の態腱が記渦の活動に影轆を此ぽ~'~という

ＢｒｅＥｄの仮説は，ＬｅｗｉＲＩ)onohew（1967）によっても支

持されたｃＤｏｎ１Ｄｈｅｗｌ上，医療保障〈|iU度に関する肥､Ⅱの

内容分析を行い，その緒ⅡLと医療保障制度に対する発行

人の態|Ⅲ，知覚ざｵ【たj艸雌|も会のlilF,iili1地域社会の実際

状況との相関関係を分析した。そのIililIﾐ，発行人の態度

が記>１１の内容に影響する11t要な狸I利であることが検証さ

れたのである。

また，Ｉ)avidR．Ｂ,)ＷＧｒＳ（1967）は，アメルウの'’1:|｜

紙６１３紙を対象に発行ﾉ、の活動に対する綿集局及の評Illli

を調fliし，発行人のWi極的な介入がなされる具体的な状

況を示Ｌた。その『'１のいくつかを列験すると，（､地班的

に近接したところで起きた事件であるぼど発行人の介入

は積極的になる，②発行ilj数が多い新|Ⅱ|i(l:ほど苑｢『人の

介入は｣|:積極的である，③社会的イヅシューより新聞社

の収騰に影響を及ぼす１１１能性がある|ﾉWjFに対し介入が行

われる，(1)発行人の介入Iま，掴''１１(の｢Ｗｉ;決定よりも内柞

やディスプレーにおいて顕著に現れる，などである。

一方,BaileyandLi〔Phty(1972)は，ｱﾒﾘｶの3ノ〈

ネットワークの一つであるＮＢＣがベトナムliMW’IHI連の

衝撃的なニュース峡|鞭を放映するまでの＃ji忠決定jlUli'１１を

観察し，個人的な行動のように見えるＮＢＣスタッフの

意思決定ｌよ’実は強ﾉﾉなジャーナリズムの.規範に支配さ

れていたとの結論を【Ⅱしている．また彼らは，ＮＢＣ内

部の非公式コミュニケーション･ネットワークと公式コ

ミュニケーション．ネットワークが懲忠決定の１Ｎ人性を

減らすよう》こ働いていたことを強調し,｢組織がゲー!､キ

Ill1の委員や行政'|'(｜は，ｉ魂iLlLとｉｌ:交を１１]い，記者を

彼らの準jMl枠に同化させようと試ふる。（中略）記者

たちの「行釛のJIM念的基盤」は，ジャーナリストと

しての使命感や「公衆へのｲ４ｆｔ」といったシンボル

から成り立っている……ｃしかし，番記者という職

'jﾘの社会的iliillHには，政治nT11v際iljllの公式桃造と，

取材源と同僚との'１M係に内包されている非公式的な

|(|:会勝造とが合淘'る。紀渦たちが，取材源による

IIil化の試みに公然と抵抗するとはいえ，彼ら}よ「公

ﾘﾄﾞﾋへの奉仕」というシンボルを，市に対する強い

｢内集団的忠誠心」（ingrouployalty)へと弱化させ

てしまうのである,」（GiebL1ran〔ljohns〔〕､Ⅲ196]：

297)．

すなわち，取材源とのlwlir的な}Ⅱir[作用（とりわけ｣|ミ

公JjIQ的な}｢｢'１:作)'1）の''１で，記者の行勁規iliiiが喪現され

るのは困難Iこなり，’'１'i者の「HMllll」からはそもそも異な

るはずの取材源と記者の目標が汁相互作用の進行につれ

てある程度IF〔なるようIこなる，ということである。

イギリスの犯ムルl1FI'卜担当記者を対象に参与観察とイン

タビューを行い，lIxl:ｲ源（ここでは擁察）と記者との関

係が縦道にどう影鱒するかを調べたSteveChibnall

(1975）(よ，次のように述べているｃ

lGieberalld血hnsonがIiil化と呼んだ1lx付源の誠

ZＡＩは，Ｗ足１２，一つの複雑な社会化過秘であり，

そｵ''二よってジャーナリストの噸lHL枠，英跡遂行の

ﾉﾉ法，そしてｉｕ洲I卜lil人の知覚及びjII1解の体系が，彼

の取材源の期待と調和するようになるご……|ジャー

ナリスト｜｛よ取|:｜･源の都合の恕いときに情報を求め

なくな')，取材鯨の抱える問題に同情するようにな

り，与えられた悩搬を出爽に帆道するようIこなる。

(!'』略）取材源の１０１侍を満)とさせることによ')，記者

は良い記'１$をもらうだIナでなく，取材源から尊敬さ
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｣１１としては｢魂1ﾘＩできないll1lllniがあるのである｡そのため，

ニュースの内容に影響する要因の全体図を把握しようと

する試みに対し，ゲートキーペー論は限定的なｲ７用性し

か柿にないものこ考えらJILるロ

第３の問題ｊＭよ’SleveChibnall（1975：49-月O）が指

１１断しているよう;こ，ゲートキーベー研究がニュースの流

jl阯処IM1過ﾄﾞ'１１に!'Ｍ(をおくため，二.:.－スが'Ｍｒさ１１る

側liliが無視されることであるcChibl1i111は，ｉ><のよう

に述べている、

ｵlるようになる（SteveChil〕I1all，1975：59-6(肌

このような取材源との協調関係}よ，清搬収集段階だけ

ではなく，収集した情搬を記１１:に,!'き上げるときにもlIl＃

響を及ぼし，取材隙に対する批判を蹟膳する傾向が'|きま

れるようになると，Chibnallは指摘している｡このよ

うなIJilｲﾘは，取材iM【との「｣をい'則係，」l÷j、の経戯，そＬ

てｊＷｊされた視点・I11iIr（・利俄などがもたらす結JlJ

(CbibIlall，1975：６２）なのであるし

4．ゲートキーバー論の概念的・方法論的問題点

Ｗｈｉｔｅｉこよって始まったマス・コミュニケーション

分野におけるゲートキー:一研究ば，以｣二Iこおいて概観

したように，ゲートキーペーに影iWliする社会的・心BM的

要因を発見しようとする努力を蚊ねてきた□このような

問題意識の背景に，ゲートキー:－の行為により~イス・

コミュニケーションの送り内容が変わるという前提があ

ったことは言うまでもないｃこういう点から考えて黙る

と，岐近，特にジャーナリズム研究分野においてニュー

スの内祥に影郷する甥因が注|｜されるようになったの

は，ゲートキーハー論の一つの拡張であると言える。し

かし，それはiiiなる拡張ではなく，ゲートキーパーiiiilTに

対する批判的認識から生まれた一つの発腱であるとも湾

えられる。以下においては，そのゲートキーヘー研究に

どのような問題点があるのかを概念的な側liIiと〃法iMi的

な側iiiに分けて考察する。

4-1．ケートキーパー論の概念的問題点

まず岐初に指摘すべきゲートキーペーi補の概念的問1週

点は，七れがflll洲的・組織的i1Ii勅の唯物であるマス・コ

ミュニケーションの送り内容を個人行為の単純合計とし

て捉えていることである。個人の特性をそのまま集剛や

組織に一般化することがMSI雌であるように,＃&剛的・ル'１

織的活動を個人の行為で説lU1することは，通)亡主義的誤

謬lこ陥I)かねない＿このようなＩｌｌｌ題点臆，特に初期のゲ

ートキーペーｉ１１死によく見られるもので一人のワイア・

エディターに対する調査結果を根拠に，「ニュース・コミ

ュニケーション」全体の主観性を主推したWhite(1951)）

の考え方がそのﾘlLlMFllであると甘える。

次にゲートキーペー研究｛よ，必然的に脳人を分析対象

にするため，マス・コミュニケーションの送I)内容;二M2

響する１１視的次元｡)要因が瀞11Hされにくくなるという'111

題点がある。例えば，ＴＩｊ場からの彫響，関連産業からの

影響，法的制度からの影響，さらには'１５１家を越えた次ﾉ□

での影稗などは，個人の知覚もしくは個人の行為を媒介

炎lni的lこは魅力があるが，｜ゲートキーペー］モデル

|よわれわれを誤り導き，ニュース製作における非常

'二1F〔婆な'奥糸と過極が兇えないよう|こするご記什は

地IAiに燐ちた林檎をＩｒｆうようにニュースを収集した

り，記iliを進んだりするのでIまなく，1lx材灘からも

らった人１，|:の此のYPi料からhli鍬の断片を選び||}し，

ゾャナリズ壜１，のＩｌｌｉｉにしたがって組織することによ

り，ニュースを「作る」のである｡……[中略｜しか

し，ニュースの構成過程'二おいて紀片は彼自身が痕

接１$件を知覚することはほとんどない。彼が人手す

る生の資料は他者（取材漣）によって選択的iこ選別

されたものである場合がiUfjIDなのである。

このような視点を取ると，ワイフ・エディターや記者

のようなマス・コミュニケーターではなく，記衡に与え

るli1i報を選別する取材源のﾉﾉが第一のゲートキーパーに

なるのである，というCbibnallの指摘は妥当であると

ｌＬＭつれる。

1-2．ゲートキーパ論の方法鏡的問題点

ゲートキー'､－６１光における鮫大の〃塗論的ＩＩｌ１題点

IＸ，凋査:対象(、代表性である。マス・コミュニケーター

への接近のWliLさはⅦ代炎的な標本柚111をほとんど不可

能にしているｃそのため，各々の研究はケース・スクー

ディの水準'二とどまらざるを得なくなり，したがってそ

のIU}だ結果を－．股化する』'1:は搾常に体|雌になるU)であ

る。これはゲートキーパー研究だけに限る問題点ではな

く，マス・メディア組織およびマス・コミュニケーター

をk|蚊にする－１－べてのⅢﾂﾞﾋﾟが抱えるllllMu点でもある，

次Iこ拳ｌｆられる問題点は，研究デザインに関するもの

である．初期のゲートキーパー研究はゲートキーパーに

''１;11)する影瀞喚困を排他的に捉え，他の次元Iこおける要

|劇を統制せ-rに一つの次元lこ;さ(ナる要因だけを研窕デザ

インIこ取り人ｵ'ているｕしかし，Hirsll（1977：２１）が指

摘しているように，ゲートキーパーの怠思決定は複数の
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変化範囲は，ｏ（最大不一致）から１（完全一致）

である。なお，WhitneyandBeckerU932：６０－

６１)，ＧｕｉｄｏＨ・Ｓｔｅｍｐｅｌｌｌｌ（1985：791）は，この

一致度係数が通信社からのインプット記事と２４

社が選択したアウトプット記事との間のカテゴリ

ー別順位一致度であると述べているが，それは誤

りである。ＧｏｌｄａｎｄＳｉｍｍｏｌｌｓ（1965）は，イン

プット記事と２４社のアウトプット記事との間に

どれくらいのカテゴリー別順位相関があるのかを

計算していない。

4）GoldandSimInons（1965)：427）のデータを若

干修正し，２４社がインプット記事の中から選択

した記事のカテゴリー別平均順位と通信社からの

インプット記馴:のカテゴリー別1'n位との相関係数

を計算してみた結果は.846(Goodｍａｎ＆Kruskal

の係数）であった。

5）カテゴリーの内訳は，ＩＥＩ際（政治・経済・戦争)，

連邦政治・州政始，国内（経済・臘業・教育・科

学)，人間的興味，犯罪・非行，事故・災難，労

働問題の７項目で，White（1950）とSnider

（1967）のカテゴリーを省略した形を取っている。

6）ＤｉｍｍｉｃｋａｎｄＣｏｉｔＵ９８２）は，マス・メディア

の意志決定に影響する要因を，超国家・ＩｌＵ国家次

元，社会的次元，産業・jWL織間次元，超組搬次元，

地域社会・市場次元，組織内次うじ，公式・非公式

難(１１次元，対（dyadic）次元，lUi人的次ﾌ凸の９つ

に分け，既存研究を鑓理している。

次元における要因から'７１時に影響を受けていると考える

のが妥当であり，従ってある一つの次元における影響要

因を発見する研究デザインよりは，複数の次元における

影響要因の説Iﾘl力を比較する研究デザインが必要になる

のである。

５．まとめ

以上，マス・コミュニケーション分野におけるゲート

キーペー論の代表的な研究蕊例を概観し，その概念111<)・

方法論的問題点を述べてきた。しかし，ここで概観した

ゲートキーペー研究は，当然ながらゲートキーパー旅全

体の一部にすぎない。また，ゲートキーペー絢騏，ここ

で縦理した内容よりももっと複雑な形で展開してきてい

る。これらのﾊﾟｽを充分に｢怖じることができなかったのは

本論文の限界である。

Whiteによって始まったゲートキーペー研究は，ゲ

ートキーパー(１，１j1人に対する関心から組織という文脈の中

のゲートキーペーに対する関心へと展開し，最近はより

巨視的な文脈の影響を券噸する方向へと進んでいる。し

かし，すでに述べたように，巨視的な次元におIナる要因

を考慮するためには，調査対象をゲートキーパーという

個人からマス・メディアという組織へと変えなければな

らない。ＤｉｍｍｉｃｋａｎｄＣｏｉｔ（1982）が「マス・メディア

の意思決定」という概念で，ゲートキーパー論から岐近

の研究までを包括しようとしたのも，このような理由か

らであろう｡6）また，ゲートキーパー概念よりはゲート

キーピング概念に注目し，マス・メディアによるゲート

キーピング行為を社会システム全体における情報統制の

一つとして考えようとしたDol1ollueら（1972）の試み

も同じ流れを汲んでいると言える。

しかし，このような概念修正に対しても検討を加える

必要はまだ残っており，その検討に応じたﾌﾞﾉ法論のlMHWi

はこれからの研究に課された急務であると考えられる。
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